
資料－１ 

石西礁湖自然再生協議会 

第１０回 生活・利用に関する検討部会 

 

 

日時 ： 平成２５年 ６月２７日（木） １０：３０～１１：３０ 

場所 ： 石垣港離島ターミナル 第一会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

１．開 会 

 

２．石垣港湾事務所長挨拶 

 

３．議 事 

○石西礁湖ルールマップ（仮称）について 

 

      ４．報告事項 

       ○石垣港湾事務所からの工事報告 

 

５．その他 

 

６．閉 会 

 

 

 

＜配布資料＞ 

資料－１ 議事次第 

資料－２ 第１０回生活・利用に関する検討部会 委員名簿及び配席表 

資料－３ 石西礁湖ルールマップ（仮称） 

資料－４ 竹富南航路の工事状況 

 



（順不同・敬称略）

№ 所属名 役職名 氏名 備考

1 Sanufa 代表 大野　寿一

2 沖縄県八重山農林水産振興センター 農林水産整備課 主幹 鹿熊　信一郎 ご欠席

3 北九州市立大学 文学部人間関係学科 教授 竹川　大介 ご欠席

№ 所属名 役職名 氏名 備考

1 ㈲安栄観光 副運行管理者 平安名　浩利

2 石垣島ドリーム観光㈱ 運航管理者 蔵下　桂

3 ㈱沖縄総研 代表取締役 伊波　盛武 ご欠席

4 ㈱環境技建ウエーブ 代表取締役 長田　紀晃 ご欠席

5 ㈱シー・テクニコ 代表取締役 前田　博

6 ダイブサイト・ノ口 代表 野口　定松 ご欠席

7 特定非営利活動法人　たきどぅん 理事長 上勢頭　保 ご欠席

8 WWFサンゴ礁保護研究センター センター長 上村　真仁 ご欠席

9 ㈲東洋工業 専務 深見　和壽

10 ㈱はいむるぶし　ホテル部 副部長 豊田　敏彦 ご欠席

11 八重山観光フェリー㈱ 営業部長 黒島　一博

12 八重山漁業協同組合 組合長 上原　亀一

13 八重山サンゴ礁保全協議会 代表 吉田　稔
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№ 所属名 役職名 氏名 備考

1 石垣市　観光スポーツ局　観光課文化課 課長 高坂　正則 ご欠席

2 石垣市　建設部　港湾課 課長 玉城　広文

3 竹富町　自然環境課 課長 白保　隆男 ご欠席

4 竹富町　企画財政課 課長補佐 新盛勝一

5 竹富町　企画財政課 係長 小濵 啓由
6 竹富町　商工観光課 課長 大浜　知司

7 竹富町　建設課 課長 東舟道　博昭 ご欠席

8 竹富町　農林水産課 課長 野底　忠 ご欠席

№ 所属名 役職名 氏名 備考

1 石垣海上保安部　交通課 主任航行援助管理官 八幡　強

2 環境省　石垣自然保護官事務所 自然保護官 平野　淳

3 環境省　石垣自然保護官事務所 上席自然保護官 千田　智基 ご欠席

№ 所属名 役職名 氏名 備考

1 沖縄総合事務局　石垣港湾事務所 所長 林　健太郎

2 沖縄総合事務局　石垣港湾事務所 工務課長 大村　誠

3 沖縄総合事務局　石垣港湾事務所 工務係長 佐藤　克行

4 沖縄総合事務局　石垣港湾事務所 施設整備係長 久場　良也
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 １．浚渫工事位置

Ⅰ．Ｈ２４工事の状況

船団構成
外側の膜（汚濁防止膜（カーテン長 H=6.5m））

1

ウカン埼東方

全体図

拡大図

第2基準経路上

内側の膜（汚濁防止枠(31.0m×23.5m) 膜（カーテン長 H=6.5m））

実績

６７箇所

面積 13 916 2
６７箇所

面積：13,916m2
土量：15,913m3
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２．汚濁防止状況
汚濁防止枠と土運船間の三角コーナー部の

土砂を枠内に戻す装置を設置浚
渫
船
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平均的な濁度分布（９月１０日の例）
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中止基準の運用状況（浚渫作業時に発生する濁り）（９月７日の例）
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中止基準の運用状況（浚渫後に沈降した土砂が汚濁防止膜外側で再浮上し発生した濁り）（１０月３１日の例）
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濁度17.2mg/L

3



１０月１９日に汚濁防止膜が初めて破損（外側のみ）した。

その際も、直ちに工事を中止し、汚濁防止膜の取替えを実施した。

　

１０月１９日の状況

4

汚濁防止膜破損による濁りの状況 汚濁防止膜取替え状況① 汚濁防止膜取替え状況②

　８：００　　　　　　　ダイバーが汚濁防止膜が部分的に薄くなっていることを確認

　８：００～１２：００ 上記箇所を補修糸で補強

１２：４５　　　　　　　浚渫作業開始

１４：００　　　　　　　汚濁防止膜外側への濁りの流出（濁度３．９）を確認　→　作業中止

１４：００～１７：１０ 汚濁防止膜取替え作業

１７：１０　　　　　　  浚渫作業再開

汚濁防止膜破損による濁りの状況

その後、同等の現象を確認した場合、生地を張り当てて

縫製することとした。

汚濁防止膜取替え状況① 汚濁防止膜取替え状況②

平成２４年度実績

破れ小　＝　６

破れ大　＝　１
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３．沈殿処理状況

　

5
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沈殿処理前採水（撹拌槽）

１０月６日 １５：３５

沈殿処理後採水（制水槽）

１０月６日 １６：２０
沈殿処理水比較（４５分間）

処理前濁度 ４２０ ／ 処理後濁度 ３０
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